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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
無線通信システムにおける基地局（ＢＳ）の動作方法であって、
対応する一つ以上の端末（ＭＳ）に割り当てられた一つ以上の固定割り当て（ｐｅｒｓｉ
ｓｔｅｎｔ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎｓ）に対するデコード情報が更新されるか否かを判断
する工程と、
前記デコード情報が更新される場合、前記デコード情報の更新の信号を送るためのシグナ
リングメッセージを生成する工程と、
前記シグナリングメッセージを、ダウンリンクマップ（ＤＬ　ＭＡＰ）を通じて送信する
工程と、を有し、
前記シグナリングメッセージは、ユーザ識別のための第１ビットマップ、及び、前記更新
されたデコード情報とビット長とを含む第２ビットマップを備え、
前記第１ビットマップは、その各々の位置が前記端末に対応する複数のビットを含み、前
記更新されたデコード情報が適用されるべき少なくとも１つの固定割り当てを有する少な
くとも１つの前記端末を識別し、前記ビット長は、前記更新されたデコード情報のユーザ
１人当たりのサイズを指定する、ことを特徴とする無線通信システムにおける基地局の動
作方法。
【請求項２】
前記シグナリングメッセージは、少なくとも一つの固定割り当てに対する少なくとも１つ
のパワーブースト値を記録する前記第２ビットマップを含むパワーブーストＩＥ（Ｐｏｗ
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ｅｒ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ　ＩＥ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍｅｎｔ））を備える
、ことを特徴とする請求項１に記載の無線通信システムにおける基地局の動作方法。
【請求項３】
前記シグナリングメッセージを送信する工程は、前記シグナリングメッセージを含むダウ
ンリンクマップメッセージを符号化する工程と、
前記符号化されたダウンリンクマップメッセージを変調する工程と、
前記変調されたダウンリンクマップメッセージをＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒ
ｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）変調する工程と、
時間領域データを生成する工程と、
前記時間領域データをＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）処理する工程と、
前記ＲＦ処理された時間領域データを送信する工程と、を含むことを特徴とする請求項１
に記載の無線通信システムにおける基地局の動作方法。
【請求項４】
前記デコード情報が更新される場合、該当するダウンリンクバーストを前記更新されたデ
コード情報に基づいてベースバンド処理する工程と、
前記ベースバンド処理されたダウンリンクバーストをＲＦ処理する工程と、
前記ＲＦ処理されたダウンリンクバーストを該当する端末に送信する工程と、をさらに含
むことを特徴とする請求項１に記載の無線通信システムにおける基地局の動作方法。
【請求項５】
無線通信システムにおける端末の動作方法であって、
一つ以上のダウンリンク固定割り当てに対するデコード情報の更新の信号を送るためのシ
グナリングメッセージを受信する工程と、
前記シグナリングメッセージ内に前記端末のための更新されたデコード情報が含まれてい
るか否かを判断する工程と、
前記シグナリングメッセージ内に前記更新されたデコード情報が含まれている場合、一つ
以上の固定割り当てに対するデコード情報を更新する工程と、を有し、
前記シグナリングメッセージは、ユーザ識別のための第１ビットマップ、及び、前記更新
されたデコード情報とビット長とを含む第２ビットマップを備え、
前記第１ビットマップは、その各々の位置が前記端末に対応する複数のビットを含み、前
記更新されたデコード情報が適用されるべき少なくとも１つの固定割り当てを有する少な
くとも１つの前記端末を識別し、前記ビット長は、前記更新されたデコード情報のユーザ
１人当たりのサイズを指定する、ことを特徴とする無線通信システムにおける端末の動作
方法。
【請求項６】
前記シグナリングメッセージは、少なくとも一つの固定割り当てに対する少なくとも１つ
のパワーブースト値を記録する前記第２ビットマップを含むパワーブーストＩＥを備える
、ことを特徴とする請求項５に記載の無線通信システムにおける端末の動作方法。
【請求項７】
受信したダウンリンクバーストを前記更新されたデコード情報に基づいて処理する工程を
さらに有することを特徴とする請求項５に記載の無線通信システムにおける端末の動作方
法。
【請求項８】
無線通信システムにおける基地局装置であって、
一つ以上の端末に割り当てられた一つ以上の固定割り当てに対するデコード情報を更新す
る制御部と、
前記デコード情報の更新の信号を送るためのシグナリングメッセージを生成するメッセー
ジ生成部と、
前記シグナリングメッセージを、ダウンリンクマップを通じて送信する送信部と、を有し
、
前記シグナリングメッセージは、ユーザ識別のための第１ビットマップ、及び、前記更新
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されたデコード情報とビット長とを含む第２ビットマップを備え、
前記第１ビットマップは、その各々の位置が前記端末に対応する複数のビットを含み、前
記更新されたデコード情報が適用されるべき少なくとも１つの固定割り当てを有する少な
くとも１つの前記端末を識別し、前記ビット長は、前記更新されたデコード情報のユーザ
１人当たりのサイズを指定する、ことを特徴とする無線通信システムにおける基地局装置
。
【請求項９】
前記シグナリングメッセージは、少なくとも一つの固定割り当てに対する少なくとも１つ
のパワーブースト値を記録する前記第２ビットマップを含むパワーブーストＩＥを備える
、ことを特徴とする請求項８に記載の無線通信システムにおける基地局装置。
【請求項１０】
前記送信部は、前記シグナリングメッセージを含むダウンリンクマップメッセージを符号
化する符号器と、
前記符号化されたダウンリンクマップメッセージを変調する変調器と、
前記変調されたダウンリンクマップメッセージをＯＦＤＭ変調して、時間領域データを生
成するＯＦＤＭ変調器と、
前記時間領域データをＲＦ処理して送信するＲＦ送信機とを有することを特徴とする請求
項８に記載の無線通信システムにおける基地局装置。
【請求項１１】
前記デコード情報が更新される場合、該当する固定割り当てに対するダウンリンクバース
トを前記更新されたデコード情報に基づいてベースバンド処理するベースバンド処理器と
、
前記ベースバンド処理されたダウンリンクバーストをＲＦ処理して該当する端末に送信す
るＲＦ処理器と、をさらに有することを特徴とする請求項８に記載の無線通信システムに
おける基地局装置。
【請求項１２】
無線通信システムにおける端末の装置であって、
一つ以上のダウンリンク固定割り当てに対するデコード情報の更新の信号を送るためのシ
グナリングメッセージを受信する受信部と、
前記シグナリングメッセージ内に前記端末のための更新されたデコード情報が含まれてい
るか否かを判断し、前記シグナリングメッセージから更新されたデコード情報を抽出する
メッセージ解析部と、
前記抽出された更新されたデコード情報を利用して、一つ以上の固定割り当てに対するデ
コード情報を更新する制御部と、を有し、
前記シグナリングメッセージは、ユーザ識別のための第１ビットマップ、及び、前記更新
されたデコード情報とビット長とを含む第２ビットマップを備え、
前記第１ビットマップは、その各々の位置が前記端末に対応する複数のビットを含み、前
記更新されたデコード情報が適用されるべき少なくとも１つの固定割り当てを有する少な
くとも１つの前記端末を識別し、前記ビット長は、前記更新されたデコード情報のユーザ
１人当たりのサイズを指定する、ことを特徴とする無線通信システムにおける端末装置。
【請求項１３】
前記シグナリングメッセージは、少なくとも一つのパワーブースト値を記録する前記第２
ビットマップを含むパワーブーストＩＥを備える、ことを特徴とする請求項１２に記載の
無線通信システムにおける端末装置。
【請求項１４】
前記受信部は、受信したダウンリンクバーストを前記更新されたデコード情報に基づいて
処理することを特徴とする請求項１２に記載の無線通信システムにおける端末装置。
【請求項１５】
前記シグナリングメッセージは、前記パワーブースト値に対するビットカウント情報を伝
える長さ（Ｌｅｎｇｔｈ）フィールドを含むことを特徴とする請求項１に記載の無線通信
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システムにおける基地局の動作方法。
【請求項１６】
前記第１ビットマップにおけるビットの位置は、サブ識別子（ｓｕｂＩＤ）、ＡＣＫＣＨ
（ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　ＣＨａｎｎｅｌ）識別子、及びＣＱＩＣＨ（Ｃｈａ
ｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ＣＨａｎｎｅｌ）識別子の中の少なく
とも１つに対応する、ことを特徴とする請求項１に記載の無線通信システムにおける基地
局の動作方法。
【請求項１７】
前記シグナリングメッセージは、前記パワーブースト値に対するビットカウント情報を伝
える長さフィールドを含むことを特徴とする請求項５に記載の無線通信システムにおける
端末の動作方法。
【請求項１８】
前記第１ビットマップにおけるビットの位置は、サブ識別子、ＡＣＫＣＨ識別子、及びＣ
ＱＩＣＨ識別子の中の少なくとも１つに対応する、ことを特徴とする請求項５に記載の無
線通信システムにおける端末の動作方法。
【請求項１９】
前記シグナリングメッセージは、前記パワーブースト値に対するビットカウント情報を伝
える長さフィールドを含むことを特徴とする請求項８に記載の無線通信システムにおける
基地局装置。
【請求項２０】
前記第１ビットマップにおけるビットの位置は、サブ識別子、ＡＣＫＣＨ識別子、及びＣ
ＱＩＣＨ識別子の中の少なくとも１つに対応する、ことを特徴とする請求項８に記載の無
線通信システムにおける基地局装置。
【請求項２１】
前記シグナリングメッセージは、前記パワーブースト値に対するビットカウント情報を伝
える長さフィールドを含むことを特徴とする請求項１２に記載の無線通信システムにおけ
る端末装置。
【請求項２２】
前記第１ビットマップにおけるビットの位置は、サブ識別子、ＡＣＫＣＨ識別子、及びＣ
ＱＩＣＨ識別子の中の少なくとも１つに対応する、ことを特徴とする請求項１２に記載の
無線通信システムにおける端末装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムにおける固定割り当て（Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ａｌｌｏ
ｃａｔｉｏｎ）のための装置及びその方法に関し、特に固定割り当てにより資源を割り当
てられた端末に変更されたデコード情報を通知するための装置及びその方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、高速の移動通信のために、多くの無線通信技術が候補として提案されており、こ
の中で直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ：Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　
Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）技法は、現在、最も有力な次世代無線通
信技術として認められている。今後、大部分の無線通信技術では、ＯＦＤＭ技術が使用さ
れることと予想され、現在、３．５世代技術と呼ばれる、ＩＥＥＥ　８０２．１６系のＷ
ＭＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）で
も、ＯＦＤＭ技術を標準規格として採択している。
【０００３】
　ＩＥＥＥ　８０２．１６システムは、フレームごとに資源割り当て情報を含むＭＡＰメ
ッセージ（ＤＬ／ＵＬ－ＭＡＰ）を送信する。資源割り当て情報は、該当フレームにおい
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てのみ有効である。一般に、ＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ）サービスは、小さなサイズのパケットを周期的に送信する特性がある。シ
ステムは、多くのＶｏＩＰユーザを支援しなければならないので、現在のようにフレーム
ごとに資源を割り当てるという方法は非効率的であるといえる。そのため、近い将来、資
源割り当てを１回すれば該当資源が周期的に有効になる固定割り当て（ｐｅｒｓｉｓｔｅ
ｎｔ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ又はｆｉｘｅｄ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ）方式が考慮されて
いる。
【０００４】
　固定割り当て方式は、フレームごとに資源割り当て情報（又は資源割り当てメッセージ
）を端末に送信することによって発生するシグナリングオーバヘッドを減少させることが
できる。すなわち、基地局は、周期的にトラフィックが発生するサービスを有した端末に
特定資源を固定的に割り当てる。以後、端末は、固定割り当て方式により割り当てられた
資源を解除が発生するまで使用し続けることができる。したがって、基地局は、端末に対
する資源割り当て情報をフレームごとに送信しなくてもよい。
【０００５】
　上述のように、固定割り当て方式は、初期資源割り当てのためのシグナリングが送信さ
れた後には、追加にシグナリングが送信されない。そのため、固定割り当て方式に従って
周期的に割り当てられたバーストに対するデコード情報（例えば、ＭＣＳレベル、パワー
ブースト情報等）が変更される場合、基地局は、これを端末に通知する方案がない。一つ
の例として、変更された情報を通知するために、初期資源割り当てのためのシグナリング
（固定割り当てメッセージ）を再度送信できる。
【０００６】
　ところが、このように固定割り当て方式により資源を割り当てられたすべての端末に変
更されたデコード情報を通知するために、毎回固定割り当てメッセージを送信することは
、シグナリングオーバーヘッドを引き起こすことになる。そのため、固定割り当て方式に
より資源を割り当てられた端末に変更されたデコード情報を効率的に送信できる技術が必
要となってきている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述の問題点及び短所を解決するための本発明の目的は、無線通信システムにおける固
定割り当てと関連したシグナリングオーバーヘッドを減らすための装置及びその方法を提
供することにある。
　本発明の他の目的は、無線通信システムにおける固定割り当てにより資源を割り当てら
れた端末に変更されたデコード情報を効率的に送信するための装置及びその方法を提供す
ることにある。
【０００８】
　本発明のさらに他の目的は、無線通信システムにおける固定割り当てにより資源を割り
当てられた端末に変更されたパワーブースト値を通知するための装置及びその方法を提供
することにある。
　本発明のさらに他の目的は、無線通信システムにおける固定割り当てにより資源を割り
当てられたすべての端末のためのデコード情報を集めてシグナリングするための装置及び
その方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
上記の目的を達成するための、本発明の一態様によれば、無線通信システムにおける基地
局（ＢＳ）の動作方法であって、対応する一つ以上の端末（ＭＳ）に割り当てられた一つ
以上の固定割り当て（ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎｓ）に対するデコー
ド情報が更新されるか否かを判断する工程と、前記デコード情報が更新される場合、前記
デコード情報の更新の信号を送るためのシグナリングメッセージを生成する工程と、前記
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シグナリングメッセージを、ダウンリンクマップ（ＤＬ　ＭＡＰ）を通じて送信する工程
とを有し、
前記シグナリングメッセージは、ユーザ識別のための第１ビットマップ、及び、前記更新
されたデコード情報とビット長とを含む第２ビットマップを備え、前記第１ビットマップ
は、その各々の位置が前記端末に対応する複数のビットを含み、前記更新されたデコード
情報が適用されるべき少なくとも１つの固定割り当てを有する少なくとも１つの前記端末
を識別し、前記ビット長は、前記更新されたデコード情報のユーザ１人当たりのサイズを
指定する、ことを特徴とする。
【００１０】
本発明の他の一態様によれば、無線通信システムにおける端末の動作方法であって、
一つ以上のダウンリンク固定割り当てに対するデコード情報の更新の信号を送るためのシ
グナリングメッセージを受信する工程と、前記シグナリングメッセージ内に前記端末のた
めの更新されたデコード情報が含まれているか否かを判断する工程と、前記シグナリング
メッセージ内に前記更新されたデコード情報が含まれている場合、一つ以上の固定割り当
てに対するデコード情報を更新する工程と、を有し、
前記シグナリングメッセージは、ユーザ識別のための第１ビットマップ、及び、前記更新
されたデコード情報とビット長とを含む第２ビットマップを備え、前記第１ビットマップ
は、その各々の位置が前記端末に対応する複数のビットを含み、前記更新されたデコード
情報が適用されるべき少なくとも１つの固定割り当てを有する少なくとも１つの前記端末
を識別し、前記ビット長は、前記更新されたデコード情報のユーザ１人当たりのサイズを
指定する、ことを特徴とする。
【００１１】
本発明のさらに他の一態様によれば、無線通信システムにおける基地局装置であって、一
つ以上の端末に割り当てられた一つ以上の固定割り当てに対するデコード情報を更新する
制御部と、前記デコード情報の更新の信号を送るためのシグナリングメッセージを生成す
るメッセージ生成部と、前記シグナリングメッセージをダウンリンクマップを通じて送信
する送信部と、を有し、
前記シグナリングメッセージは、ユーザ識別のための第１ビットマップ、及び、前記更新
されたデコード情報とビット長とを含む第２ビットマップを備え、前記第１ビットマップ
は、その各々の位置が前記端末に対応する複数のビットを含み、前記更新されたデコード
情報が適用されるべき少なくとも１つの固定割り当てを有する少なくとも１つの前記端末
を識別し、前記ビット長は、前記更新されたデコード情報のユーザ１人当たりのサイズを
指定する、ことを特徴とする。
【００１２】
本発明のまたさらに他の一態様によれば、一つ以上のダウンリンク固定割り当てに対する
デコード情報の更新の信号を送るためのシグナリングメッセージを受信する受信部と、前
記シグナリングメッセージ内に前記端末のための更新されたデコード情報が含まれている
か否かを判断し、前記シグナリングメッセージから更新されたデコード情報を抽出するメ
ッセージ解析部と、前記抽出された更新されたデコード情報を利用して、一つ以上の固定
割り当てに対するデコード情報を更新する制御部と、を有し、
前記シグナリングメッセージは、ユーザ識別のための第１ビットマップ、及び、前記更新
されたデコード情報とビット長とを含む第２ビットマップを備え、前記第１ビットマップ
は、その各々の位置が前記端末に対応する複数のビットを含み、前記更新されたデコード
情報が適用されるべき少なくとも１つの固定割り当てを有する少なくとも１つの前記端末
を識別し、前記ビット長は、前記更新されたデコード情報のユーザ１人当たりのサイズを
指定する、ことを特徴とする。
 
 
【００１３】
　本発明の他の態様、利点、主要な特徴は、以下に述べる本発明の実施の形態及び図面と
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共に説明される詳細な説明により当業者にとって明白に認識されるはずである。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
　本発明の実施の形態による本発明の上述した態様（ａｓｐｅｃｔ）及び他の態様、特徴
、利点は、以下のように、図と共に説明される詳細な説明により明白に認識されるはずで
ある。
【図１】ＱＰＳＫ信号と１６ＱＡＭ信号とに対する配置（ｃｏｎｓｔｅｌｌａｔｉｏｎ）
を示す図である。
【図２】本発明の実施形態による固定割り当て方式を説明するための図である。
【図３】本発明によるサブＩＤを用いたビットマップの構成を示した図である。
【図４】本発明によるＡＣＫチャネルのインデックスを用いたビットマップの構成を示し
た図である。
【図５】本発明によるＣＱＩチャネルのインデックスを用いたビットマップの構成を示し
た図である。
【図６】本発明の実施形態によるパワーブーストＩＥの送信例を示す図である。
【図７】本発明の実施形態による基地局の動作手順を示すフローチャートである。
【図８】本発明の実施形態による端末の動作手順を示すフローチャートである。
【図９】本発明の実施形態による基地局の構成を示すブロック図である。
【図１０】本発明の実施形態による端末の構成を示すブロック図である。　図面において
、参照番号は、同一又は類似の要素、特徴、構造を説明するために使用される。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照した説明は、請求の範囲及びこれと同等なものにより定義される本発
明の実施形態の包括的な理解を助けるために提供される。以下の説明は、理解を助けるた
めに多様な具体的な細部事項を含むが、単に例示として取り扱われる。したがって、本発
明の思想や範囲から逸脱しない範囲内で実施の形態の多様な変形及び修正が可能であるこ
とはもちろんである。また、広く知られた機能及び構造の説明は、明確性のために省略す
る。
【００１６】
　以下、本発明は、無線通信システムにおける固定割り当て方式により資源を割り当てら
れた端末に変更されたデコード情報を通知するための方案について説明する。
　デコード情報は、例えば、パワーブースト情報、ＭＣＳ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎ
ｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）レベル、バーストの大きさ、バースト位置などからな
ることができる。
【００１７】
　以下、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　
Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）方式又は直交周波数分割多重接続（ＯＦ
ＤＭＡ：Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）方式を使用する広帯域無線接続通信システムを例に挙げて説明する
が、本発明は、固定割り当て方式を使用する他の通信システムにも容易に適用することが
できる。
【００１８】
　一般に、基地局と端末との間にチャネル環境が変更される場合、リンク適応（ｌｉｎｋ
　ａｄａｐｔａｔｉｏｎ）をする必要がある。リンク適応の方法は、２つに大別されうる
。その一つは、ＭＣＳレベルを変更する方法で、残りの一つは、送信電力を制御する方法
である。固定割り当てによりダウンリンク資源を割り当てた後、ＭＣＳレベルが変更され
ると、結局、如何なる形態でも資源を再度割り当てなければならない。それは、ＭＣＳレ
ベルが変更される場合、資源の大きさが変更されて、変更された資源を再度通知しなけれ
ばならないためである。
【００１９】
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　一方、電力制御（ｐｏｗｅｒ　ｃｏｎｔｒｏｌ）方法は、、ＭＣＳレベルの変更無しで
送信電力値を変更する方法であって、資源を再び割り当てることによって発生するオーバ
ーヘッドを減らすことができる。特に、変調方式がＱＰＳＫ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐ
ｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）ではないＱＡＭ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐ
ｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）である場合、変更された送信電力値を端末に通知
しなければ端末が該当バーストを正確にデコードすることができない。
【００２０】
　以下では、固定割り当てにより割り当てられたバーストの送信電力値が変更されて、変
更された送信電力値を端末に通知するためのシグナリングを例に挙げて述べることにする
。
　図１は、ＱＰＳＫ信号と１６ＱＡＭ信号とに対する配置（ｃｏｎｓｔｅｌｌａｔｉｏｎ
）を示している。
【００２１】
　図１に示すように、ＱＰＳＫ信号の配置の場合、各四分割面に一つのシグナルポイント
のみが存在するために、位相（ｐｈａｓｅ）のみに基づいてシグナルポイントを検出する
ことができる。しかしながら、１６ＱＡＭ信号の配置の場合、各四分割面に４個のシグナ
ルポイントが存在するため、シグナルポイントを検出するためには、位相だけではなく、
大きさ（ｍａｇｎｉｔｕｄｅ）を共に知っていなければならない。
【００２２】
　例えば、基地局が固定割り当てにより端末にダウンリンク資源を割り当てる場合、基地
局は、初期に１回端末に固定割り当てに応じる資源割り当て情報を送信する。このとき、
資源割り当て情報は、周期的に送信されるダウンリンクバーストに使用される変調方式情
報を含む。
　ここで、変調方式として１６ＱＡＭを使用すると仮定する。ところが、ＱＡＭの場合、
位相だけではなく大きさをも利用してシグナルポイントを検出しなければならないため、
チャネル変化によって該当バーストのパワーブースト値が変更される場合、基地局は、変
更されたパワーブースト値を端末に提供しなければならない。
【００２３】
　図２は、本発明の実施形態による固定割り当て方式を説明するための図である。
　図２に示すように、固定割り当てが始まるフレームにおいて基地局は、固定割り当てメ
ッセージ（例えば、固定割り当てＩＥ）を送信し、所定の周期に割り当てられた固定資源
を介してダウンリンクデータバーストを該当端末に送信する。
【００２４】
　図２は、４フレーム周期でダウンリンク固定資源が割り当てられた場合である。端末は
、フレームＫで固定割り当てメッセージを受信し、固定割り当てメッセージを通じて固定
資源の割り当て周期及びフレーム内の資源の位置及び大きさなどを取得する。そして、端
末は、取得した情報に応じて割り当てられた周期が４フレームである場合、フレームＫ、
フレーム（Ｋ＋４）、フレーム（Ｋ＋８），フレーム（Ｋ＋１２）で固定された位置及び
固定された大きさの資源を通じて、ダウンリンクバーストを受信する。
【００２５】
　固定割り当てにより割り当てられた資源を通じてバーストを送信する途中でチャネル状
態が変更される場合、基地局は、バーストの送信電力値（パワーブースト値）を変更する
ことができる。パワーブースト（ブースト及びディブーストを含む意味である）値が変更
される場合、基地局は、変更されたパワーブースト値を端末に送信する。
【００２６】
　パワーブースト値を送信するのに用いられるシグナリングメッセージをパワーブースト
ＩＥ（Ｐｏｗｅｒ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ　ＩＥ）と定義することにする。例えば、パワーブ
ーストＩＥは、変更されたパワーブースト値と変更されたパワーブースト値が適用される
端末のユーザ識別子（ｕｓｅｒ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）とを含むことができる
。
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　一例として、ユーザ識別子は、明示的に端末のＣＩＤ（Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ＩＤｅ
ｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を使用するか、端末のＣＩＤに準するオーバーヘッドを減らす
ことができるサブＩＤ（ＳＵＢ　ＩＤ）を使用することができる。他の例として、端末に
既に割り当てられた制御チャネル（例えば、ファーストフィードバックチャネル）のイン
デックスを使用することができる。制御チャネルは、例えば、ＣＱＩＣＨ（Ｃｈａｎｎｅ
ｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ＣＨａｎｎｅｌ）、ＡＣＫＣＨ（ＡＣＫｎｏ
ｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　ＣＨａｎｎｅｌ）などである。
【００２８】
　まず、パワーブーストＩＥに明示的にユーザ識別子を記録する場合を述べることにする
。
　下記の表１は、本発明の実施形態によるパワーブーストＩＥ（Ｐｏｗｅｒ　ｂｏｏｓｔ
ｉｎｇ　ＩＥ）の一例を示す。
【表１】

【００２９】
　表１は、ユーザ識別子として端末のＣＩＤを使用した場合である。すなわち、パワーブ
ーストＩＥは、パワーブースト値が変更された端末の個数（例えば、コネクションカウン
ト（＃　ｏｆ　ＣＩＤ））と端末の各々に対して、ＣＩＤ及び該当パワーブースト値（例
えば、ｐｏｗｅｒ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ　ｆｉｌｅｄ）を含む。
【００３０】
　また、下記の表２は、本発明の実施形態によるパワーブーストＩＥ（Ｐｏｗｅｒ　ｂｏ
ｏｓｔｉｎｇ　ＩＥ）の他の例を示す。
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【表２】

【００３１】
　表２に示したように、パワーブーストＩＥは、パワーブースト値が変更された端末の個
数（例えば、コネクションカウント（＃　ｏｆ　ＣＩＤ））と端末の各々に対して、ＣＩ
Ｄ、ＡＣＩＤ及び該当パワーブースト値（例えば、ｐｏｗｅｒ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ　ｆｉ
ｌｅｄ）を含むことができる。
【００３２】
　ここでＡＣＩＤは、端末が初期送信と再送信とを管理するために必要なＨＡＲＱ（Ｈｙ
ｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ）チャネルＩＤである。
端末に２つ以上の固定資源が割り当てられた場合、固定資源は、互いに異なるＡＣＩＤで
運用される。したがって、端末は、ＡＣＩＤを利用して該当デコード情報（例えば、パワ
ーブースト値）がどの固定資源に該当するかを区分できる。
【００３３】
　一方、端末のＣＩＤ（例えば、１６ビット）の代りにオーバーヘッドを減らした縮小接
続ＩＤ（Ｒ＿ＣＩＤ）又はサブＩＤ（例えば、４ビット）を使用することもできる。Ｒ＿
ＣＩＤを使用する場合、パワーブーストＩＥの他の例は、下記の表３のとおりである。
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【表３】

【００３４】
　表３のＲ＿ＣＩＤは、ＣＩＤオーバーヘッドを減らすためにＩＥＥＥ　８０２．１６に
定義される方案であって、Ｒ＿ＣＩＤタイプがＲＣＩＤ１１と指定される場合、ＣＩＤの
１１ＬＳＢ（Ｌｅａｓｔ　Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　Ｂｉｔ）のみが送信される。同様に
、Ｒ＿ＣＩＤタイプがＲＣＩＤ７と指定される場合、ＣＩＤの７ＬＳＢのみが送信される
。
【００３５】
　基地局が端末に互いに異なる２種類の固定資源を割り当てたと仮定しよう。固定資源が
割り当てられるとき、基本的に該当固定資源に一つ以上のＡＣＩＤが割り当てられる。Ａ
ＣＩＤは、ＨＡＲＱのために端末が初期送信と再送信とを管理するために必要なチャネル
ＩＤである。２種類の割り当てられた固定資源は、互いに異なるＡＣＩＤで運用される。
【００３６】
　仮に、パワーブーストＩＥがＲ＿ＣＩＤとパワーブースト値（ＰＯＷＥＲ　ＢＯＯＳＴ
ＩＮＧ　ＶＡＬＵＥ）のみが送信される場合、端末は、どの固定資源に対するデコード情
報（例えば、パワーブースト値）であるかが判断し難い。そのため、これを区分するため
に、該当固定資源のＡＣＩＤ情報をパワーブーストＩＥに共に送信する。すなわち、端末
は、ＡＣＩＤを利用してどの固定資源に対するデコード情報（例えば、パワーブースト値
）であるかを区分することができる。
【００３７】
　特に、基地局が端末に固定資源を割り当てる場合、連続した複数のＡＣＩＤを割り当て
る。たとえば、開始ＡＣＩＤとＡＣＩＤ個数とを通知する。例えば、開始ＡＣＩＤ＝３、
ＡＣＩＤ個数＝３を通知すると、端末は、ＡＣＩＤ＝３、４、５を固定割り当てのために
使用することができる。したがって、パワーブーストＩＥに含まれるＡＣＩＤは、ＡＣＩ
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Ｄ＝３、４、５のうちの何れか一つでも端末が固定資源を区分するのに問題がない。しか
しながら、開始ＡＣＩＤ値を通知することが具現上好ましい。それは、固定資源が割り当
てられる際、開始ＡＣＩＤ、ＡＣＩＤ個数を端末に通知するためである。
【００３８】
　表３では、Ｒ＿ＣＩＤの個数（＃　ｏｆＲ＿ＣＩＤ）を明示的に通知するが、Ｒ＿ＣＩ
Ｄの個数は、明示的に通知しなくても良い。こういう場合、パワーブーストＩＥは、下記
の表４のように構成することができる。
【表４】

【００３９】
　表４は、“＃　ｏｆ　Ｒ＿ＣＩＤ”フィールドを含まないが、長さ（Ｌｅｎｇｔｈ）フ
ィールドを利用してパワーブーストＩＥをデコードすることができる。すなわち、ｗｈｉ
ｌｅ（ｄａｔａ＿ｒｅｍａｉｎｇ）のようなロジック（ｌｏｇｉｃ）を使用して、“＃　
ｏｆ　Ｒ＿ＣＩＤ”フィールドのオーバーヘッドを省略することができる。このような方
法は、上述した表１及び表２にも同様に適用することができる。
【００４０】
　以上、一つの端末に２つ以上の固定資源が割り当てられ、固定資源のデコード情報であ
るパワーブースト情報が変更されてＰｏｗｅｒ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ　ＩＥが送信される場
合、どの固定資源のパワーブースト情報が送信されるかを区分するために、例えば、ＡＣ
ＩＤを使用して通知する場合を仮定して説明した。
【００４１】
　また、他の方法として、固定領域識別子（Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｒｅｇｉｏｎ　ＩＤ
）を通じて通知する方案も可能である。固定領域識別子は、一つのフレームに２つ以上の
固定割り当てのためのＨＡＲＱ領域が存在する場合、これを区分するための識別子である
。
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【００４２】
　具体的に説明すると、基地局が端末に初期に固定資源を割り当てる時、固定領域識別子
と一対一にマッピングされるＨＡＲＱ領域内で固定資源を割り当てる。端末は、固定領域
識別子を格納し、以後資源解除、資源変更、固定資源デコード変更情報が送信される場合
、固定領域識別子を利用する。仮に、一つの固定割り当てのためのＨＡＲＱ領域で特定端
末に一つの固定割り当てのみが可能な場合であると、ＡＣＩＤの代わりに固定割り当て識
別子を通知しても、端末は、パワーブーストＩＥを通じて送信されるパワーブースト情報
が２つ以上割り当てられた固定資源のうち、どの固定資源に該当するかを区分することが
できる。それは、固定資源のためのＨＡＲＱ領域は、固有の固定領域識別子を有するため
である。
【００４３】
　下記の表５は、固定領域識別子を含むパワーブーストＩＥ（Ｐｏｗｅｒ　Ｂｏｏｓｔｉ
ｎｇ　ＩＥ）の他の例示である。
【表５】

【００４４】
　表５に示したように、パワーブーストＩＥは、固定資源識別のために固定領域識別子を
含むことができる。基地局が端末に互いに異なる二つの固定資源を割り当てたと仮定しよ
う。
　この場合、基地局は、互いに異なる固定領域識別子を有するＨＡＲＱ領域の各々に固定
資源を一つずつ割り当てる。万一、パワーブーストＩＥがＲ＿ＣＩＤとパワーブースト値
（ｐｏｗｅｒ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ　ｖａｌｕｅ）のみを含む場合、端末は、該当パワーブ
ースト値がどの固定資源に該当するかを区分することができない。したがって、本発明の
実施形態では、固定資源区分のための固定領域識別子をパワーブーストＩＥに含める。す
なわち、端末は、パワーブーストＩＥ内の固定領域識別子を利用して、該当パワーブース
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【００４５】
　表５は、パワーブーストＩＥ内に含まれているＲ＿ＣＩＤ個数（＃　ｏｆ　Ｒ＿ＣＩＤ
）を明示的に通知するが、Ｒ＿ＣＩＤ個数は、明示的に通知しなくても良い。こういう場
合、パワーブーストＩＥは、下記の表６のように構成されうる。
【表６】

【００４６】
　表６は、Ｒ＿ＣＩＤ個数（＃　ｏｆ　Ｒ＿ＣＩＤ）フィールドを含まないが、長さ（Ｌ
ｅｎｇｔｈ）フィールドを利用してパワーブーストＩＥをデコードすることができる。す
なわち、ｗｈｉｌｅ（ｄａｔａ＿ｒｅｍａｉｎｉｎｇ）のようなロジック（ｌｏｇｉｃ）
を使用して、“＃　ｏｆ　Ｒ＿ＣＩＤ”フィールドのオーバーヘッドを省略することがで
きる。
【００４７】
　上述したように、サブＩＤを使用するためには、、基地局は、初期固定割り当て関連シ
グナリングを送信するとき、サブＩＤを端末に予め通知しなければならない。例えば、基
地局は、表７のように固定割り当てＩＥ（Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔａｌ　ｌｏｃａｔｉｏｎ
　ＩＥ）を介してサブＩＤを通知することができる。



(15) JP 5727233 B2 2015.6.3

10

20

30

40

50

【表７】

【００４８】
　表７は、固定割り当てＩＥが一つのユーザに対する情報のみを含むこととして説明して
いるが、固定割り当てＩＥは、複数のユーザに対する情報を含むことができる。
　また、以後のシグナリングにおいてビットマップの位置でユーザを識別する場合、固定
割り当てＩＥ内の縮小ＩＤ（Ｒｅｄｕｃｅｄ　ＩＤ）は、ビットマップの位置を表すこと
ができる。例えば、縮小ＩＤを４ビットで表現し、縮小ＩＤを通じて１６個のユーザを識
別する場合、縮小ＩＤが“００１０”であるユーザは、以後のシグナリングでビットマッ
プの２番目の位置を確認することによって、自分の情報が受信されたか否かを判断するこ
とができる。
【００４９】
　次に、パワーブーストＩＥにユーザ区分のためのビットマップを記録する場合を説明す
る。
　ビットマップは、上述したサブＩＤを利用して構成でき、他の例として制御チャネル（
例えば、ＣＱＩＣＨ、ＡＣＫＣＨ等）のインデックスを利用して構成できる。
　図３は、本発明の実施形態によるサブＩＤを利用してビットマップを構成する場合を示
したものである。
【００５０】
　図３に示すように、サブＩＤが４ビットから構成されると仮定する。この場合、サブＩ
Ｄで区別可能なユーザの個数は、１６個となる。したがって、ビットマップの長さは、１
６ビットになりうる。このとき、サブＩＤが「０００１」であるユーザは、ビットマップ
の最初の位置にマッピングされ、サブＩＤが「００１０」であるユーザは、ビットマップ
の２番目の位置にマッピングされる。同様に、サブＩＤが「１００１」であるユーザは、
ビットマップの９番目の位置にマッピングされ、サブＩＤが「１０１０」であるユーザは
、ビットマップの１０番目の位置にマッピングされる。
【００５１】
　固定割り当てにより割り当てられた資源（例えば、バースト）のデコード情報（例えば
、パワーブースト値）が変更される場合、基地局は、変更されたパワーブースト値を送信
する端末を決定し、決定された端末に対応するビットマップの位置を「１」に設定し、残
りの位置は、「０」に設定する。以後、基地局は、「１」に設定されたビットマップの位
置に対応する端末のパワーブースト値を集めて、ビット列を構成する。
【００５２】
　例えば、図３に示すのように、サブＩＤ０００１、サブＩＤ００１０、サブＩＤ１００
１、サブＩＤ１０１０のそれぞれに対するパワーブースト値が１１０、００１、０１１、
１００である場合、基地局は、パワーブーストビット列を「１１０００１０１１１００」
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から構成できる。以後、基地局は、ビットマップとパワーブーストビット列とを含むパワ
ーブーストＩＥを固定割り当てバーストが送信されるフレームのＭＡＰメッセージを通じ
て、固定資源を割り当てられた端末に送信する。
【００５３】
　パワーブーストＩＥを受信した端末は、ユーザ識別のためのビットマップ（１１０００
０００１１００００００）を確認し、該当パワーブーストＩＥが自分のパワーブースト値
を含んでいるか否かを判断する。すなわち、自分のサブＩＤに該当するビットマップの位
置が「１」に設定されているか否かを判断する。
　もし、自分のサブＩＤに該当するビットマップの位置が「１」に設定されている場合、
端末は、何番目の「１」であるかを判断し、パワーブーストビット列のうち、自分の順序
に該当するパワーブースト値を確認する。図３は、パワーブースト値として３ビットを使
用することを仮定したものである。
【００５４】
　図４は、本発明の実施形態によるＡＣＫチャネルのインデックスを用いたビットマップ
の構成を示したものである。
　図４は、固定資源を割り当てられた端末に専用制御チャネル（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）が割り当てられると仮定したものである。また、割り当
てられた専用制御チャネルは、インデックスを利用して割り当てられると仮定したもので
ある。専用制御チャネルは、例えば、ＡＣＫＣＨ、ＣＱＩＣＨなどである。ＡＣＫＣＨは
、端末が該当バーストに対する受信有無を基地局にフィードバックするためのチャネルで
あって、ＣＱＩＣＨは、端末が周期的にチャネル品質情報（ＣＱＩ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑ
ｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）をフィードバックするためのチャネルである。
【００５５】
　図４に示すように、ＡＣＫＣＨのインデックスが４ビットであると仮定し、ビットマッ
プを１６ビットで構成する場合を説明したものである。ビットマップの構成方法及びパワ
ーブーストビット列の構成方法は、上述した図３と同様なので、ここでは、具体的な説明
を省略する。
【００５６】
　図５は、本発明の実施形態によるＣＱＩチャネルのインデックスを用いたビットマップ
の構成を示したものである。
　図５に示すように、ＣＱＩＣＨのインデックスが４ビットであると仮定し、ビットマッ
プを１６ビットで構成する場合を説明したものである。ビットマップの構成方法及びパワ
ーブーストビット列の構成方法は、上述した図３と同様なので、ここでは、詳細な説明を
省略する。
【００５７】
　下記の表８は、ユーザ識別のためにビットマップを含むパワーブーストＩＥのさらに他
の例を示す。
【表８】

【００５８】
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　表８にて、ユーザ識別のためのビットマップは、先に説明したように、サブＩＤ、ＡＣ
ＫＣＨインデックス、ＣＱＩＣＨインデックスなどを利用して構成される。そして、ブー
ストのためのビット列（Ｂｉｔｍａｐ　ｆｏｒ　Ｐｏｗｅｒ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ）は、ユ
ーザ識別のためのビットマップに「１」に設定された端末のパワーブースト値を集めて構
成する。
　もし、ビットマップの長さが分からない場合、追加的に該当フィールドの長さを設定す
る必要がある。ビット長フィールド（例えば、ｂｉｔ　ｌｅｎｇｔｈ　ｆｏｒ　ｅａｃｈ
　ｐｏｗｅｒ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ）は、パワーブースト情報が送信される各々の端末にパ
ワーブースト値のために用いられるビット数を通知する。
【００５９】
　本実施形態では、パワーブースト値のために、３ビットを使用することを例に挙げて説
明する。
　パワーブースト値を記録するビットマップの長さは、（例えば、Ｂｉｔｍａｐ　ｆｏｒ
　ｐｏｗｅｒ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ）ユーザ識別のためにビットマップで「１」に設定され
た位置の個数とパワーブースト値のビット数によって決定することができる。例えば、「
１」に設定された位置の個数が５個で、パワーブースト値が３ビットで表現される場合、
パワーブーストのためのビットマップの長さは、１５ビットと決定される。
【００６０】
　図６は、本発明の実施形態によるパワーブーストＩＥの送信例を示している。
　図６に示すように、基地局は、フレームＫで固定割り当てＩＥを送信して少なくとも一
つの端末に固定資源を割り当てる。以後、基地局は、固定割り当てＩＥに従って周期的に
（例えば、４フレーム周期に）固定資源を通じてダウンリンクバーストを該当端末に送信
する。
【００６１】
　一方、基地局は、固定割り当てされた資源（又はバースト）に対したデコード情報（例
えば、パワーブースト値）の変更があったか否かを判断する。デコード情報が変更された
場合、変更されたデコード情報を送信する端末を決定し、端末に送信するパワーブースト
ＩＥを構成する。そして、基地局は、パワーブーストＩＥを該当バースト（デコード情報
が変更されたバースト）が送信されるフレーム（ここでは、フレーム（Ｋ＋８）と仮定）
で端末に送信する。
　一方、端末は、受信されたパワーブーストＩＥ内に自分のパワーブースト値が存在する
か否かを判断し、存在する場合、変更されたパワーブーストを利用して該当バーストをデ
コードする。
【００６２】
　上述した内容に基づいて具体的な実施形態を述べると、以下のとおりである。
　図７は、本発明の実施形態による基地局の動作手順を示すフローチャートである。
　図７に示すように、まず基地局は、ステップＳ７０１にて資源スケジューリングを行う
。資源スケジューリングを行った後、基地局は、ステップＳ７０３にて固定割り当てＩＥ
送信が必要であるか否かを判断し、必要な場合、固定割り当てＩＥを生成する。
【００６３】
　固定割り当てＩＥは、表７に示したように、ユーザ識別子、以後のシグナリングに使用
される縮小ＩＤ（Ｒｅｄｕｃｅｄ　ＩＤ）、符号及び変調方式（ＭＣＳレベル）、割り当
てられた資源の位置及び大きさ、割り当て周期、ＨＡＲＱ運用のための情報（例えば、Ａ
ＣＩＤ）、ＨＡＲＱ領域区分のための識別子（Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｒｅｇｉｏｎ　Ｉ
Ｄ）、固定割り当てが始まる開始フレーム情報などを含むことができる。ここで、縮小Ｉ
Ｄは、ユーザ識別子に比べて長さが短いサブＩＤ（例えば、４ビット）であり、サブＩＤ
は、以後のシグナリングに用いられるユーザ識別のためのビットマップの該当位置を示す
ことができる。また、固定割り当てＩＥは、少なくとも一つのユーザに対する情報を含む
ことができる。
【００６４】
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　次に、基地局は、ステップＳ７０５にて生成された固定割り当てＩＥ及び固定割り当て
ＩＥに対応するバーストを固定割り当て端末に送信する。このとき、固定割り当てＩＥは
、ＭＡＰメッセージを通じて送信することができ、固定割り当てバーストは、データバー
スト領域を通じて送信される。
【００６５】
　そして、基地局は、ステップＳ７０７にて割り当て周期に従って次の周期に到達したか
否かを判断する。固定割り当ては、パケットが周期的に発生するサービスに対する資源割
り当て方式であって、割り当て周期が４フレームである場合、基地局は、フレームＫ、フ
レーム（Ｋ＋４）、フレーム（Ｋ＋８）、フレーム（Ｋ＋１２）でバーストを送信できる
。
【００６６】
　そして、次の周期に到達した場合、基地局は、ステップＳ７０９に進んで今回のフレー
ムで送信される固定割り当てバーストのデコード情報が変更されたか否かを判断する。こ
こで、デコード情報は、パワーブースト情報であると仮定する。固定割り当てバーストの
うちの何れかでもパワーブースト情報が変更された場合、基地局は、ステップＳ７１１に
進み、そうでない場合、ステップＳ７１５に進む。
【００６７】
　基地局は、ステップＳ７１１にてデコード情報が変更された端末を決定し、端末のデコ
ード情報を収集してパワーブーストＩＥを生成する。パワーブーストＩＥは、表１～表６
に示したように、デコード情報が変更されたユーザ識別子（例えば、ＣＩＤ、Ｒ＿ＣＩＤ
、ＭＡＣＩＤ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＩＤ））、ＡＣＩＤ、固定
領域識別子、ユーザ識別子のそれぞれに対応するパワーブースト値などを含むことができ
る。
【００６８】
　特に、一つの端末に対して複数の固定資源が割り当てられた場合、ユーザ識別のみでは
該当デコード情報が複数の固定資源のうち、どの固定資源に該当するかが区分できないの
で、ユーザ識別子の他にＡＣＩＤと固定領域識別子のうち、少なくとも一つをパワーブー
ストＩＥに含める。他の例として、表８に示したように、ユーザ識別のためのビットマッ
プ（ｂｉｔｍａｐ　ｆｏｒ　ｕｓｅｒ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）と該当パワーブ
ースト値を接続して構成されたビットマップ（ｂｉｔｍａｐ　ｆｏｒ　Ｐｏｗｅｒ　ｂｏ
ｏｓｔｉｎｇ）を含むことができる。
【００６９】
　ここで、ユーザ識別のためのビットマップは、各固定割り当て端末に割り当てられたサ
ブＩＤ、各固定割り当て端末に割り当てられた専用制御チャネル（例えば、ＣＱＩチャネ
ル、ＡＣＫチャネル）インデックスなどを利用して構成することができる。すなわち、端
末は、既割り当てられたサブＩＤあるいは既割り当てられた専用制御チャネルのインデッ
クスを利用して、自分に割り当てられたビットマップの位置を認知し、該当ビットマップ
の位置が「１」に設定された場合、パワーブーストのためのビットマップをデコードして
、変更されたデコード情報を取得する。
【００７０】
　次に、基地局は、ステップＳ７１３にて生成されたパワーブーストＩＥ及び固定割り当
てバーストを固定割り当て端末に送信し、次の周期を待つためにステップＳ７０７に戻る
。このとき、パワーブーストＩＥは、ＭＡＰメッセージを通じて送信することができ、固
定割り当てバーストは、データバースト領域を通じて送信される。
　一方、ステップＳ７０９にてデコード情報が変更された端末がない場合、基地局は、ス
テップＳ７１５に進んで固定割り当て端末に該当バーストを送信し、次の周期を待つため
にステップＳ７０９に戻る。
【００７１】
　図８は、本発明の実施形態による端末の動作手順を示すフローチャートである。
　図８に示すように、まず端末は、ステップＳ８０１にてＭＡＰメッセージが受信されて
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いるか否かを判断する。ＭＡＰメッセージが受信されている場合、端末は、ステップＳ８
０３に進んで受信したＭＡＰメッセージをデコードして、ダウンリンク及びアップリンク
資源割り当て状態を確認する。すなわち、端末は、ＭＡＰメッセージをデコードすること
で、自分が割り当てられた資源を認知する。
【００７２】
　次に、端末は、ステップＳ８０５にてＭＡＰメッセージデコードの結果、自分に固定割
り当てと関連した情報が送信されたか否かを判断する。すなわち、ＭＡＰメッセージ内に
固定割り当てＩＥが存在しているか否かを判断し、固定割り当てＩＥ内に自分の識別子（
ｕｓｅｒ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）が存在しているか否かを判断する。
　もし、固定割り当てと関連した情報が受信されていない場合、端末は、ステップＳ８２
１に進んで一般的な処理を行う。もし、固定割り当てと関連した情報が受信されている場
合、端末は、ステップＳ８０７に進んで固定割り当てＩＥからデコード情報を抽出して格
納する。
【００７３】
　ここで、固定割り当てＩＥは、表７に示したように、ユーザ識別子、以後のシグナリン
グに使用される縮小ＩＤ（Ｒｅｄｕｃｅｄ　ＩＤ）、符号及び変調方式（ＭＣＳレベル）
、ＨＡＲＱ運用情報（例えば、ＡＣＩＤ）、ＨＡＲＱ領域区分のための識別子（Ｐｅｒｓ
ｉｓｔｅｎｔ　Ｒｅｇｉｏｎ　ＩＤ）、割り当てられた資源の位置及び大きさ、割り当て
周期、固定割り当てが始まる開始フレーム情報などを含むことができる。ここで、縮小Ｉ
Ｄは、ユーザ識別子に比べて長さの短いサブＩＤ（例えば、４ビット）であり、サブＩＤ
は、以後のシグナリングに用いられるユーザ識別のためのビットマップの該当位置を表す
ことができる。また、固定割り当てＩＥは、少なくとも一つのユーザに対する情報を含む
ことができる。
【００７４】
　次に、端末は、ステップＳ８０９にて今回のフレームで受信される該当固定割り当てバ
ーストをデコード情報を利用してデコードする。そして、端末は、ステップＳ８１１にて
割り当て周期に従って次の周期に到達したか否かを判断する。
　次の周期に到達した場合、端末は、ステップＳ８１３に進んで今回のフレームで受信さ
れるＭＡＰメッセージをデコードし、ＭＡＰメッセージ内にパワーブーストＩＥが含まれ
ているか否かを確認する。パワーブーストＩＥが含まれていない場合、端末は、ステップ
Ｓ８１９に進んで今回のフレームで受信される該当固定割り当てバーストを格納されたデ
コード情報を利用してデコードした後、次の周期を待つためにステップＳ８１１に戻る。
【００７５】
　もし、パワーブーストＩＥが受信されている場合、端末は、ステップＳ８１５に進んで
パワーブーストＩＥ内に自分に該当するパワーブースト情報が含まれているか否かを判断
する。すなわち、パワーブースト情報が変更されたのかを判断する。具体的には、パワー
ブーストＩＥ内に自分の識別子が存在しているかを確認し、もし、自分の識別子が存在す
る場合、該当パワーブースト情報がどの固定資源に該当するかをＡＣＩＤあるいは固定領
域識別子を通じて判断する。
　パワーブーストＩＥ内に自分に該当する情報が含まれていないと、端末は、ステップＳ
８１９に進んで今回のフレームで受信される該当固定割り当てバーストを格納されたデコ
ード情報を利用してデコードし、次の周期を待つためにステップＳ８１１に戻る。
【００７６】
　パワーブーストＩＥは、表１～表６に示したように、デコード情報が変更されたユーザ
識別子（例えば、ＣＩＤ、Ｒ＿ＣＩＤ、ＭＡＣＩＤ）、ＡＣＩＤ、固定領域識別子、ユー
ザ識別子の各々に対応するパワーブースト値などを含むことができる。他の例として、表
８に示したように、ユーザ識別のためのビットマップ（ｂｉｔｍａｐ　ｆｏｒ　ｕｓｅｒ
　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）とパワーブースト値とを接続して構成されたビットマ
ップ（ｂｉｔｍａｐ　ｆｏｒ　Ｐｏｗｅｒ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ）を含むことができる。
【００７７】
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　ここで、ユーザ識別のためのビットマップは、各固定割り当て端末に割り当てられたサ
ブＩＤ、各固定割り当て端末に割り当てられた専用制御チャネル（例えば、ＣＱＩチャネ
ル、ＡＣＫチャネル）インデックスなどを利用して構成することができる。すなわち、端
末は、既割り当てられたサブＩＤあるいは既割り当てられた専用制御チャネルのインデッ
クスを利用して自分に割り当てられたビットマップの位置を認知し、該当ビットマップの
位置が「１」に設定された場合、パワーブーストのためのビットマップをデコードして変
更されたデコード情報を取得する。
【００７８】
　したがって、パワーブーストＩＥ内に自分に該当するパワーブースト情報が含まれてい
る場合、端末は、ステップＳ８１７に進んでパワーブーストＩＥから変更されたパワーブ
ースト値を抽出し、抽出されたパワーブースト値を利用して現在格納されているデコード
情報を更新する。次に、端末は、ステップＳ８１９に進んで今回のフレームで受信された
該当固定割り当てバーストを更新されたデコード情報を利用してデコードし、次の周期を
待つためにステップＳ８１１に戻る。
【００７９】
　図９は、本発明の実施形態による基地局の構成を示すブロック図である。
　図９に示すように、基地局は、制御部９００、メッセージ生成部９０２、トラフィック
処理器９０４、符号器９０６、変調器９０８、送信電力調整器９１０、資源マッパー９１
２、ＯＦＤＭ変調器９１４、ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）送信機９１６を備
えて構成される。送信機を中心に示したもので、説明の便宜上、パワーブーストに応じる
制御ラインのみを示したものである。
【００８０】
　図９を参照すると、制御部９００は、フレームごとに資源スケジューリングを行い、ス
ケジューリング結果に応じて該当構成部を制御する。特に、本発明の実施形態による制御
部９００は、固定割り当て（Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ）に応じる全
般的な動作を制御する。すなわち、制御部９００は、固定割り当てに関連した各種シグナ
リング（固定割り当てＩＥ、パワーブーストＩＥ等）の生成及び送信を制御し、固定割り
当てに応じるバースト送受信を制御する。また、制御部９００は、各バーストの送信電力
を制御するための制御信号を送信電力調整器９１０に提供する。
【００８１】
　メッセージ生成部９０２は、制御部９００の制御の下で各種シグナリングメッセージを
生成する。本発明の実施形態によるメッセージ生成部９０２は、固定割り当てＩＥ及びパ
ワーブーストＩＥを生成する。
　固定割り当てＩＥは、表７に示したように、ユーザ識別子、以後のシグナリングに使用
される縮小ＩＤ（Ｒｅｄｕｃｅｄ　ＩＤ）、符号及び変調方式（ＭＣＳレベル）、割り当
てられた資源の大きさ、割り当て周期、ＨＡＲＱ運用のための情報（例えば、ＡＣＩＤ）
、固定領域識別子、固定割り当てが始まる開始フレーム情報などを含むことができる。こ
こで、縮小ＩＤは、ユーザ識別子に比べて長さの短いサブＩＤ（例えば、４ビット）であ
り、サブＩＤは、以後のシグナリングに用いられるユーザ識別のためのビットマップの該
当位置を表すことができる。また、固定割り当てＩＥは、少なくとも一つのユーザに対す
る情報を含むことができる。
【００８２】
　また、パワーブーストＩＥは、表１～表６に示したように、デコード情報が変更された
ユーザ識別子（例えば、ＣＩＤ、Ｒ＿ＣＩＤ、ＭＡＣＩＤ）、ＡＣＩＤ、固定領域識別子
、ユーザ識別子の各々に対応するパワーブースト値などを含むことができる。他の例とし
て、表８に示したように、ユーザ識別のためのビットマップとパワーブースト値とを接続
して構成されたビットマップとを含むことができる。ここで、ユーザ識別のためのビット
マップは、各固定割り当て端末に割り当てられたサブＩＤ、各固定割り当て端末に割り当
てられた専用制御チャネル（例えば、ＣＱＩチャネル、ＡＣＫチャネル）インデックスな
どを利用して構成することができる。
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【００８３】
　トラフィック処理器９０４は、送信データをプロトコルに従ってデータバーストから構
成して符号器９０６に送信する。
　物理階層である符号器９０６は、メッセージ生成部９０２からのシグナリングメッセー
ジ及びトラフィック処理器９０６からのデータバーストをＭＣＳレベルに従って符号化し
て出力する。ここで、符号器９０６は、ＣＣ（Ｃｏｎｖｏｌｕｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｄｅ）
、ＴＣ（Ｔｕｒｂｏ　Ｃｏｄｅ）、ＣＴＣ（Ｃｏｎｖｏｌｕｔｉｏｎａｌ　Ｔｕｒｂｏ　
Ｃｏｄｅ）、ＬＤＰＣ（Ｌｏｗ　Ｄｅｎｓｉｔｙ　Ｐａｒｉｔｙ　Ｃｈｅｃｋ）符号など
を使用することができる。
【００８４】
　変調器９０８は、符号器９０６からの符号化パケットをＭＣＳレベルに従って変調して
、変調シンボルを発生する。例えば、変調器９０８は、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡ
Ｍなどを使用することができる。
【００８５】
　送信電力調整器９１０は、制御部９００の制御下で変調器９０８からの送信バーストの
送信電力（または、パワーブースト）を調整して出力する。
　資源マッパー９１２は、送信電力調整器９１０からのデータを予め定められた資源（ま
たは、副搬送波）にマッピングして出力する。本発明の実施形態による資源マッパー９１
２は、固定割り当ての割り当て周期に応じる送信時ごとに、固定割り当て端末に送信され
るバーストを固定資源にマッピングして出力する。
【００８６】
　ＯＦＤＭ変調器９１４は、資源マッパー９１２からの資源マッピングされたデータをＯ
ＦＤＭ変調して、ＯＦＤＭシンボルを発生する。ここで、ＯＦＤＭ変調は、ＩＦＦＴ（Ｉ
ｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）演算、ＣＰ（Ｃｙｃｌ
ｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）挿入などを含む手段である。
　ＲＦ送信機９１６は、ＯＦＤＭ変調器９１４からのサンプルデータをアナログ信号に変
換し、アナログ信号をＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）帯域の信号に変換してア
ンテナを通じて送信する。
【００８７】
　固定割り当てＩＥは、固定割り当てが始まる最初のフレームで１回送信され、パワーブ
ーストＩＥは、固定割り当てに対するデコード情報が変更されるごとに該当フレームで送
信することができる。
【００８８】
　図１０は、本発明の実施形態による端末の構成を示すブロック図である。
　図１０に示すように、端末は、ＲＦ受信機１０００、ＯＦＤＭ復調器１００２、資源デ
マッパー１００４、復調器１００６、復号器１００８、メッセージ解析器１０１０、トラ
フィック処理器１０１２、及び制御部１０１４を備えて構成される。
　受信機を中心に示したもので、説明の便宜上、パワーブーストに応じる制御ラインのみ
を示したものである。
【００８９】
　図１０を参照すると、まず、ＲＦ受信機１０００は、アンテナを通じて受信されるＲＦ
帯域の信号をベースバンド信号に変換し、ベースバンド信号をデジタルサンプルデータに
変換して出力する。ＯＦＤＭ復調器１００２は、ＲＦ受信機１０００からのサンプルデー
タをＯＦＤＭ復調して、周波数領域のデータを出力する。ここで、ＯＦＤＭ復調は、ＣＰ
除去、ＦＦＴ（Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）演算などを含む手段で
ある。
【００９０】
　資源デマッパー１００４は、ＯＦＤＭ復調器１００２からの周波数領域のデータから復
調するバーストを抽出して出力する。本発明の実施形態による資源デマッパー１００４は
、固定割り当ての割り当て周期に応じた受信時ごとに、固定割り当て資源を通じて受信さ
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れたバーストを抽出して出力する。
【００９１】
　復調器１００６は、資源デマッパー１００４からのバーストを復調して出力する。この
とき、復調器１００６は、制御部１０１４からの該当バーストのパワーブースト値を参照
して、データを復調する。すなわち、復調器１００６は、パワーブースト値を参照して受
信変調シンボルのシグナルポイントを検出する。
【００９２】
　復号器１００８は、復調器１００６からの復調されたデータを復号して出力する。この
とき、復号されたパケットがシグナリングメッセージであると、該当シグナリングメッセ
ージは、メッセージ解析器１０１０に提供され、トラフィックであると、該当パケットは
、トラフィック処理器１０１２に提供される。
【００９３】
　メッセージ解析器１０１０は、受信したシグナリングメッセージを解析し、その結果を
制御部１０１４に提供する。本発明の実施形態によるメッセージ解析器１０１０は、受信
されたＭＡＰメッセージ内に固定割り当てＩＥが存在しているか否かを判断し、固定割り
当てＩＥが存在する場合、端末に固定割り当て資源が割り当てられているか否かを判断す
る。
　固定割り当て資源が割り当てられている場合、メッセージ解析器１０１０は、固定割り
当てＩＥからデコード情報（例えば、ＭＣＳレベル、資源位置及び大きさ、割り当て周期
、ＨＡＲＱ運用のための情報（例えば、ＡＣＩＤ）、固定領域識別子、開始フレーム等）
を抽出して、制御部１０１４に提供する。
【００９４】
　また、メッセージ解析器１０１０は、受信したＭＡＰメッセージ内にパワーブーストＩ
Ｅが存在しているか否かを判断し、パワーブーストＩＥが存在している場合、端末に対す
る変更されたデコード情報が含まれているか否かを判断する。変更されたデコード情報が
含まれている場合、メッセージ解析器１０１０は、パワーブーストＩＥから変更されたデ
コード情報（例えば、パワーブースト値）を抽出して、制御部１０１４に提供する。
　トラフィック処理器１０１２は、復号器１００８からのトラフィックを該当プロトコル
に従って処理する。
【００９５】
　制御部１０１４は、端末の全般的な動作を制御する。本発明の実施形態による端末に対
して固定資源を割り当てる固定割り当てＩＥが受信された場合、制御部１０１４は、固定
割り当てＩＥの情報に応じて送受信関連した固定割り当てを制御する。また、固定割り当
てバーストに対する変更されたパワーブースト値を含むパワーブーストＩＥが受信された
場合、制御部１０１４は、変更されたパワーブースト値をデータ復調に利用できるように
、復調器１００６に提供する。
【００９６】
　上述した本発明の実施形態は、ダウンリンク固定割り当てを例に挙げて説明したが、本
発明では、アップリンク固定割り当てにも同様に適用することができる。すなわち、基地
局は、固定割り当てによりアップリンク固定資源を端末に割り当てることができ、チャネ
ル変化によって該当アップリンク固定資源に対するエンコーディング情報（ＭＣＳレベル
、パワーブースト等）の変更が必要であると判断されると、変更が必要な端末の情報をす
べて収集して、一つのメッセージとしてシグナリングできる。
【００９７】
　上述したように、本発明では、固定割り当て方式により資源を割り当てられた端末に変
更されたデコード情報（例えば、パワーブースト情報、ＭＣＳレベル等）を通知すること
ができる。また、本発明では、固定割り当てと関連したシグナリングオーバーヘッドを減
らすことができるという利点がある。
【００９８】
　本発明の詳細な説明において具体的な実施の形態について説明したが、本発明の範囲か
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ら逸脱しない範囲内で多様な変形が可能であることは勿論である。したがって、本発明の
範囲は、上述の実施の形態に限って決まらず、特許請求の範囲だけでなく、特許請求の範
囲と均等なものによって決まらねばならない。
【符号の説明】
【００９９】
　９００　　制御部
　９０２　　メッセージ生成部
　９０４　　トラフィック処理器
　９０６　　符号器
　９０８　　変調器
　９１０　　送信電力調整器
　９１２　　資源マッパー
　９１４　　ＯＦＤＭ変調器
　９１６　　ＲＦ送信機
　１０００　　ＲＦ受信機
　１００２　　ＯＦＤＭ復調器
　１００４　　資源デマッパー
　１００６　　復調器
　１００８　　復号器
　１０１０　　メッセージ解析器
　１０１２　　トラフィック処理器
　１０１４　　制御部
 

【図１】 【図２】
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